
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

脊髄性筋萎縮症（ＳＭＡ）と重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）の検査を公費化することで、受検率を新生児マスス
クリーニングと同水準とし、もれなく患者の生命予後を改善しなくてはならない。

今年度の見直し
内容

妊婦甲状腺機能事業が終了したことから、関連する目標を除外し、新たに、新生児マススクリーニングの対象疾患を増やすことを目標として設定
した

来年度以降の方
向性

新生児マススクリーニングに、脊髄性筋萎縮症（ＳＭＡ）と重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）の２疾患を追加することを目指す

0 0 0 64 112 112

↓

アウトカム
成果指標2

公費による追加２疾患の受検率 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

26 26 26 28 28 28

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

新生児マススクリーニングは、早期治療の効果の高さ、未治療例がもたらす経済損失の大きさ等から、全員
が受検することで、最大の効果を発揮する。そのため、受検率が対出生数比で、１００％を越える状況を維持
しなくてはならない。

アウトプット
活動指標2

対象疾患数の拡充 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

113.5 112 116.8 112 112 112

↓

アウトカム
成果指標1

新生児マススクリーニング受検率 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

11,868 12,000 11,082 12,000 12,000 12,000

人工

指標

アウトプット
活動指標1

新生児マススクリーニングの受検者数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

6 人工

令和7年度予算額 102,597 千円 うち特定財源 29,090 千円 正規職員業務量 1.5

正規職員業務量 6 人工

令和6年度決算額 10,620 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 6 人工

令和6年度予算額 17,977 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

令和７年度より検査部分が委託化されたが、精度管理・追跡調査等により、陽性反応的中率、感度、特異度等の科学的指標を
把握し、委託に際して技術移転を図った項目を含めて事業のレベルを維持するとともに、脊髄性筋萎縮症（ＳＭＡ）と重症複合
免疫不全症（ＳＣＩＤ）を対象疾患に追加する。

他都市の状況

全ての政令市が令和７年度中に脊髄性筋萎縮症（ＳＭＡ）と重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）の２疾患を、公費検査の対象疾患化
する。なお東京都はさらにライソゾーム病も公費対象に加えている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 15,245 千円 うち特定財源 0

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

厚労省通知に基づく都道府県、政令市の事務。根拠法令は「母子保健法第５条・第１８条　成育基本法」及び「成育基本法第１
１条に規定する成育医療等基本方針」。国は現行の対象疾患に加え２疾患（患脊髄性筋萎縮症と重症複合免疫不全症）を検
査対象に加える実証事業への参加を呼びかけており、令和７年度９月から札幌市も北海道と歩調を合わせてこれに参加する。

事業内容
（何を実施し）

札幌市内の医療機関で出生した児を対象として、医療機関で採血された検体を用いて、先天性疾患の疑いの有無に関する検
査を実施。医療機関と連携し、のちの治療とあいまって、知的障害、発達障害の発生を予防する。また、追跡調査等により事業
の検査の精度を把握し、専門医との意見効果により、検査精度の維持・向上を図る。
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